
























































資料としては、宮沢賢治の『注文の多い料理店』（1924（大正 13）年発行 約 51,000 字


























・助詞「へ」の用例数  宮澤賢治 99例 ／ 濱田廣介 58例 
                                                  
2 国立国語研究所の開発したソフトウェア。（http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/よりダウンロード可能） 
3 国立国語研究所（2005） 











表 1 「行く」の場合の助詞の分布 
 （行く） へ に[目的の例] を 













表 2 「入る」の場合の助詞の分布 
 入る へ に 
賢治 28 8（28.6%） 16（57.1%）


































表 3 「方」に下接する助詞の分布 
 賢治 廣介 太陽 女性 
方へ 32  13 858 183 















  ・わたくしは、さういふきれいなたべものやきものをすきです。(序 p.7) 
  ・あなたは黄金のどんぐり一升と、塩鮭のあたまと、どつちをおすきですか。(どんぐ
りと山猫 p.17) 




















































































表 4 「ので」と「から」の用例数 
 賢治 廣介 太陽 女性 
ので 27  11 4558 759 
から 44  85 7098 1312 
 





第 33図 「雨が降っているから」の「から」 
…山形・置賜、岩手・花巻ともに「kara・gara」 










表 5 「けれども」と「けれど」の用例数 
 賢治 廣介 太陽 女性 
けれども 18  7 2562 346 




























































































































 ・栃の団子をとちの実のくらゐ残しました。(鹿踊りのはじまり p.88) 
・六疋めの鹿は、やつと豆粒のくらゐをたべただけです。(鹿踊りのはじまり p.95) 
 また、先の「ぶん」のような量を示す意味で「くらい」が用いられている例もある。 
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